
耐光試験法に関する研究

―Fade‐ Ometerの光度調整について一

1。 は  じ め に

現在わが国における繊維染色物をはじめ塗料,紙,プ ラスチックなどの染

色物の耐光堅ろう度の迅速試験法としては,炭素孤光燈(CarbOn_Arc Lamp)

を光源とする試験機によるものが多く用いられている。

この形式の試験機はいうまでもなく,米国の主要規格ASTM,AATCC,

その他に採用されて相当古い歴史を有しているもので,戦後間もなく米国・

アトラス・エレクトリック・デバイセス社 (Atlas Electric De宙 ces Co。 )

から輸入せられ, “Atlas Fade‐ Ometer FDA―R型"と して有名である。そ

の後,わが国においても同機と同一性能とする試験機の製作が相ついで行わ

れ,ま た対米輸出繊維関係の会社,工場,検査機関,研究所などは,と くに

その必要性から全国的に普及したものである。

一方, この間昭和31年 には漸く日本工業規格 JIS K4004-1956“染色物お

よば染料の染色堅ろう度試験方法"の中に, 日光法に準じて有効な試験法と

して採用され,そ の 3年後にK部門 (化学)か らL部門 (繊維)に改正され

たとき, 日光法と並んでカーボン・アーク燈法が正式に規格化されたもので

ある。

首題の “光度調整について"は ,JIS L1044-19592)に ,あ る程度詳しく述

べられているが,本研究では,と くにそのとき使用する光度試験紙 (Light

Sensitive Paper― LoSoP,ま たはCalibration Paperと いう)お よび標準退色

紙片帖 (Standard Fading Booklet―S.F.Bと 略称)に 関する問題をとりあ
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げて検討してみた。これはいうまでもなく光源のもつ光エネルギーを標準光 _

源のそれと比較して,そ の試験機の標準機に対する係数を求める役目を持つ'

ものであって非常に重要なものであるが,遺憾ながら,わが国では末だ作成´

するに至っていない。そのため試験の再現性ないし精度を重視しなければな

らない所では,わざわざ米国から購入して使用しているのが現状であって,

他の大部分の所では恐らくブルー・スケール (青色標準染布)と の比較のみ・

によって試験を行っているものと推測される。しかし, これは,光源はもち

ろん,そ の他の部分の機能が正常に働いていることが前提でなければならな|

いのであるから,その試験には今 1つ信頼性が欠ける。本機のように種々のi

ファクターによって不安定になり易いものは,尚更のこと一定時間内の光量

測定装置,温湿度調節装置などが必要である。そこで予め所定条件下におけ

る試験済みの照査標準物である L.SoPお よび SeFoBが 必要とされ,そ の作成

が望まれるのである。

本文では,未だ一般に普及されていない, L.SoPな どに関する最近の問題

から,光度調整について再検討を試みた跡を述べてみたい。

2.光 度試験紙 (LSP)の 問題点と研究目的

過去10余年間, これらLoSoPな どについて問題は生じなかったが,1966年

米国 N.BoSか ら購入したものが前回入手したものに比較して退色度に可成り

相違のあることが判り,国内で関係者間にトラブルを招いたことである。要

は標準退色時間の調整問題であるが,一応関係団体である日本学術振興会第

134委員会に取り上げ審議することになった。 そしてこの点について N.B.S

に問合せを行なった結果,付記の Letter Circular LC1036が 回送されて,米

国においても同様の問題で物議を醸していることを知った。このL C 1036を

参考として,新旧荷回の L.SoPについて退色度の相違の程度,そ の他できる

かぎり多くのデータを得る目的で研究を進めることにした。
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3。 各 種 試 験

3.1 新旧 SoF.B.退色度の比i絞

1日 SoFoB Lot No.2102と 新 Lot No。 700aの各種標準退色紙片の退色度

を, 日本電色工業社製NP-4型 色差計によって,測定し比較した結果,第

1表に示すデータとなった。またY値をグラフで示すと第 1図の通りであっ

た。

第 1表 新旧S.Fo B退色度の比較表
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第 1図 新・旧S.F.Bの Y%比較グラフ
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上図についてその変化をみると,新旧 Lot間の相異は,Y'一Y値に示すよ

うに,1.6～ 2.0%も あり700aの方が遥かに弱い。また各退色度の差は必ずし

も平行的でなく7, 9,1lS F Hで は2。 0%,15S FHの とき1。 8%,19S F

Hの とき1。 7%,そ して23S F Hで は1。 6%と 差が縮少している。またそれぞ

れの線も等差的変化でもないが何れのばあいも毎時0。 4～ 0。 225%の退色度を

示し,平均して約0.3%と みることができる。

第 2表 米国SFHの Y測定値 また,付記回覧文書 L C 1036に 記載

の標準光度試験紙の反射率数値 (ガー

ドナー色差計 MOdelC-1に よる)か ら

当該 SeF.Hの Y数値を抽出してその変

化を検討すると第 2表の通りで毎時退

色度は約 0.3%で あった。両者間の多

少の測色的相違は測定器の性能による

ものと推察する。
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*筆者注 :こ の数値を100倍 したものが%

3。 2 L.S.Pの各種比較試験

TeSt l。 新旧各ロットの中から任意に取り出した 3枚の L.S.Pに 対し連続

22時間の照射を行ない退色度を調べた。試験条件は第 3表に示す。

試験結果 (第 4表参照)は ロット間の相違は SoFoHで 約 2時間の差が生じ

ているがロット内では殆ど無いことが確かめられた。

Test 2。 Test l。 の結果から700aの標準退色時間が 18S.F.H強 となった

ためにこれを 20 SoF.Hに近付けるために,機内温度を可能範囲に上げて,

18,20お よび22時間照射を行なった。試験結果 (第 4表参照)は 18SFH強

が 18。 5S.F.Hと なったのみで大きな変化は得られなかった。

Test 3.各地に設置してある Atlas Fade‐ Ometerの 光度調整を行なうべ

く所定の条件下で試験を依頼し新旧 L.SoPの変化からSoF.Hを検する目的で

行なった。

1平妃潟。
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Le So P退色試験条件

Test 2Test l項    目  |
試   験   機 ア トラス社製

フェー ドオメーター 同  左

孤 光 電 圧 (V) 130-145 125-140

〃 電流 (A) 15-17 15-17

内
度
機
温

B.

(° C) Wo P.T.

64-69 71-74

36-40

57

糸勺  40

照 射 時 間 連続 22 連続 18, 20, 22

試験室温度 (° C) 22-24

第 4表 Test l.お よび2.の退色度とS.F.Hと の関係

Test NO.
Lo S.P

No.

2102

射
　
間

昭
（　
時

刺 戟 値 (%)

席.[.[)
| |

|

_″ | 
″

″ | ″| ″ | ″ | ″

2102  18  20.9  22.65 43.2 115。 強

″
―
″
|―
ゴ
ー
 ″ | 

″
| 
〃

700a 22.6 24.6 45.5  1  15。

2102  20 1 21.8
″  |  ″  |  〃

700 a  l    ″    1   23.1

″         〃        23.0
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その結果は第 5表および第 6表に示す通 りであった。

第 5表 試験室別試験条件

試験条件 申 IAI

1.照射時間(連続)H

機 内 IB,Panel
2.温 度 |一――一―
(° C)I WoPanel

3.孤 光 電 圧 (V)125

4.〃  電 流 (A)1 16

5.試 験 温 度 (° C) 17

湿 度 (%)1 65

60-62

　̈　２４”２５．５

４２

一

５〇

一

１６

64-69

36-40

125

16.3

130-145

15-17

25

62

16-22

35～42

22-24

6.

125-135

16-17.5

上記の各試験条件で得たLo S.Pを色差計によりY%お よびそれから求めた

S.F.Hな どを次に示す。

第 6表 試験結果
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1.L.S.P No.2102と 700aと の相違の程度は試験場所により0.5～ 2.So F.Hの

相異がみられ700aの方が少ない傾向にある。

2.こ の相異の程度はY%で 1.3～ 1.5%で ある。

上表に示すように先づ第 1に判ることは,予め提示した条件に合致してい

ないことである。これは,そ の場所によって電力事情が異ったり,試験室の

気温や湿度なども相違があるのである程度は止むを得ない所である。

しかし, これらの中でも “D"と “F"は ブラックパネル温度が梢々高い

こと,つ ぎに “C"で は電圧が相当高いことが目立ち,湿度に影響を及ぼして

いるようにみられる。このように同一メーカーの試験機でも仲々条件を合せ
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て試験することは困難であった。このよううな特性下における新,旧 L.S.P'

の退色度は同表下欄にみられるSoF.Hを 得たのであるが, これらの結果から

は,1日 L.S.Pに比して新 LoSoPの光退色の割合が20時計時間の照射によって

必ずしも一定の時間を減じた SoF.H(例えば 2S.FoH)を 減じたものに相当

するものであるとはいい切れないようである。この種のテストは更に正確に

試験条件を合せて行えばより効果的な結果が得られたかも知れない。

Test 4.L.S.Pの紙質その他の試験
5)

紙質,そ の他の試験結果は第 7表に示す。

第7表

区 分 1 俎m l Ю Oa

厚 さ (荷重50g/cm2)1   0。 165 mm

重 量 (絶   乾)1  0.0812g/cm2

″ (湿度 80%)1  0・ 0885g/cm2

0。 143mm

0.0951g/cm2

0。 1043g/cm2――――――
|:::|:::´

~~~:::::::~~~~1::::::~~~~~~~ :::::::::::::::I::|||:|::|::::::::::::::::::

0。 435

0.64

染色濃度 一二
≒
『
二一

4.3 1     3.4

1.00        1       0。 791

明 度   (Y %) 14。 6     1     6.6

上表データにより,明 らかに原料パルプの相異から生じた トラブルである

ことがほぼ推測される。そこでLSPの 作製に際してはこの点を考慮して常

に一定の原料がえられるものを選ぶようにせねばならないであろう。
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本研究は当初述べた通り決して新しい問題ではないが,試験結果の影に隠

された重要な因子であることには間違いない。

それ故,機械を取扱う者は常に円滑正常に稼動しているか否かに注意して

いなければならない。その仕事の一端を LoS.Pが 果してくれることになるの

で,大変好都合で,安心して試験が行なえる。したがって,で きるかぎり早

くわが国での作製が望まれる所以である。

幸いにも,LoS.Pで はないが, SoF.B(標 準退色紙片帖)を作るためのマ

スター・ランプ (master lamの が昭和42年 に,工業技術院繊維工業試験所

に米国から輸入された。しかも,わが国独自の技術で,各種精密測定装置,

例えば,放電電圧電流の自動調整,機内温湿度および黒鋲温度計の温度自動

記録調節, 3波長域光エネルギーーの積算記録計などを備えた優秀なものが

完成して設置されたことは心強い。今後その威力を十分利用され,活用され

ることであろう。また,本機によって SoF.Bの作製も容易となってきたので,

この光度調整に対する問題の解決の日も近いことを期待しながら本稿を終る。

参 考 文 献

1.日 本工業規格 JIS K 4004-1956 染色物および染料の日光堅ろう度試験

方法解説

2.        〃      J I S  L  1044-1959        〃              ″

3。 日本学術振興会第134委員会業績報告 V01。 2.昭和40年度昭和41年度,(昭和42

年10月 20日 )

4。 繊維品の耐光堅ろう度試験に使用する標準光度試験紙

(Letter Circular LClo36 Revised June 1956)訳 文 (付記添付)

5。 基準耐光試験機 (仮称)の試作ならびに耐光試験機の光度較正について, 工業

技術院繊維工業試験所報告プリント (昭和42年 )

びすむ
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言己

繊維品の耐光堅ろう度試験に使用する標準光度試験紙

Letter Circular LC lo36

Revised June      1965

1。 序

標準光度試験紙 (Standard Light‐ Sensit市 e Paper一N.BoS標 準試料番号

700a(と , この紙の標準退色紙片帖は N.BoS(National Bureau of Stand‐

、ards)にて領布されており,商業用カーボン・アーク燈型退色試験機を使用

して繊維品の耐光堅ろう度を試験するときに,そ の照射エネルギー量を標準

に合せるために用いるものである。これらの試験機は,機械により,ま た使

用時によって,照射量が異っている。それらの作用は再現性に欠けているの

で,使用するばあいには, このことを考慮しなければならない。

この試験紙は N.BoSの製紙工場で作られた標準ロットから出来ている。そ

れは直接アゾ染料 “Benzo Azurine G"Colour lndex No。 24140で着色さ

れており,大 きさは 2%"× 31/4"の 紙片である。

その紙片帖は巾1■/2"の紙片 6枚からなっており, N.B.Sの マスターラン

プ
1)に
よって, 7～25時間の標準退色時間 (SoFoH)に 相当するだけ露光し

退色させたものである。露光20“標準退色時間"は有名なアトラス・エレク

トリック・デバイセス社製フェー ドオメータ (FDA― R)型における露光
20時計時間に対する退色作用にほぼ等しいものであり,ま たその20時計時間

はこの型のフェー ドオメータ 130種について測定,平均したものが基準とな

っている。それはまた AATCC(The American Association of Textile

Chemists and Colorists)の ブルースケールL4の退色が “丁度目に見え

る程度"ま で露光するのに必要な時間でもある。
2)
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標準光度試験紙と標準退色紙片帖は, ランプの露光時計時間を “標準退色

時間"(S.FoH)に 変え,か くして通常の基本における照射エネルギー量を

表わすことを可能にしたものである。紙片帖と標準光度試験紙の未露光のも

のの注文方法,使用方法ならびに退色試験における変異の原因に対する概要

はつぎの通りである。

2。 注 文 方 法

標準退色試験紙の発行期が異れば退色率も異なる。かつ標準退色紙片帖と

未露光紙片に対する退色曲線は,そ の発行時のものだけに適用出来る。従っ

て紙片帖およびこれと同時に発行された未露光試験紙は一諸に使用すべきで

ある。標準試料番号の未端の低いケースの文字は,標準試料の発行期日を示

している。

標準退色試片帖番号700aは未露光試験紙番号700aの ものと共に使用すべき

である。それは番号 700bま たはこれより早く発行されたその他の紙片と共

に使用すべきではない。未露光試験番号700aの ものがなくなり購入者へ供給

出来なくなった時には,購入者は N.B.Sに注文して新しい700aを購入して貰

うことができるし,かつこの試片帖番号701aを続けて使用することもできる。

しかしN.B.Sにおいて未露光紙 No。 700aの補給ができなくなったばあいは,

新発行の標準試料 No.700bの ものが供給される。そして購入者は新標準光度

試験紙と共に, これを使用するために必要な新標準退色紙片帖 No。701bを 注

文することが必要となる。これは残念だが止むを得ないことである。という

のは,あ らゆる発行期日の準準光度試験紙の退色率に関して, これらが正確

に同一になるように標準光度試験紙の製作方法を調整することは,現在では

不可能であるからである。

概説したように沢」定機器によって違いが生じてくるから未露光光度試験紙

は標準退色紙片帖なしでは完全に使用出来ない。標準退色紙片帖を注文した

場合には標準光度試験紙と標準退色紙片帖の使用説明のための回覧文書がつ
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けてある。しかしそれは要求次第で別々に送られることになっている。

標準試料 No。 によって注文して下さい。

宛名は “National Bureau of Standard Omce of standard Reference

1/1aterials,Washington,D.C.20234"=Cあ る。

National Bureau of Standards,Department of Commerceに 支払うべき

小切手を封入して下さい。

標準試料 NO。 701aの 標準退色紙片帖の価格は60ド ルである。未露光標準

光度試験紙 No.700a(25/8"× 3■/4")の価格は100枚 1包み 5ドルである。未

露光標準光度試験紙の最少注文量は100枚包みである。

3。 試 験 機 の 補 正

補正を試みる前にこの回覧文書を完全に読んでおくべきである。標準退色

時間の規定数に相当する退色を生ずるに要する露光時計時間数を予知するた

めに時々ランプの作動をチェックするのに光度試験紙を使用する。そのよう

なチェックを多くすればする程ランプが満足に働いているということを強く

確認することにもなる。標準光度試験紙は,つ ぎの二つの方法の何れかに用

いられるであろう。

すなわち,(1)退色の視覚的判定によるばあい。(2)反射率測定によるばあい。

視覚判定

視覚判定の手順はつぎの通りである。

通常の方法 (裏紙をつけない)で,試験機のホールダーに試験紙を取り付

け,新 しい炭素棒をセットし,運転が始まるときに機内に置く,標準光度試

験紙を20時間連続露光する。試験紙を取り出し冷却し,大気中の湿度と平衝

するように少なくとも2時間室温で暗所におく,退色の判定に影響する可能

性があると平衝するよう少なくとも2時間室温におく。

退色の判定に影響する可能性があるので,未露光の緑部分は切り取って捨
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てる,紙片帖の紙片の先端に見 られる退色 していない縁は,沢」定時中は取 り

扱い易いように残 しておく。 しかし,視覚半」定のばあいには, これ らの縁も

また切 り取るべきである。

露光試験紙の退色を紙片帖の標準退色紙片の退色と比較しなさい。このば

あい左手に紙片帖を持ち,裏表紙を最初に,ページを次々にパラパラと開け

るようにして露光した試験紙を標準退色紙片の下に順序に上り込ませ,注意

深 く,少 しづつ露光試験紙の上にぴったりと合せながら,標準退色紙片を差

し込んでいく。

すなわち2枚の紙は長辺の方向に揃える。昼光蛍光ランプはまた同業の光

源の下で,かつ50フ ィー ト燭光,あ るいは, それ
r以
上の照明で比較しなさ

い。ランプは試験紙および紙片帖の長辺の方向に平行にすべきである。入射

光は45° の角度とし, 見る方向は紙の表面に垂直にすべきである。 それらは

温度と汚れに非常に敏感であるから,露光試験紙と標準退色紙片の表面に指

を触れてはならない。

露光中における若干の変動は試料架の周囲の種々の場所で生ずる可能性が

ある。それ故ランプに対する代表値は,試料架の周囲を, CD―ISR型試料

ホールダーの低位部分に試験紙を満すことによって得 られるであろう。

そして, この場合には試料ホールダーは,ア ークに関しては,唯 1段しかヽ

保持されていない試料架に取付けてある。他の型の試料架では試験紙は出来

るだけアークの中心の高さに近い所で,かつそこから試料の取れる巨離にお

くべきである。これらの露光から, ランプに対する平均値が得られる。

試験紙の照射部分はその他の側を印刷物で裏付けしないようにして試料ホ

ールダーにおくべきである。とくに反射率を測定するばあいには, これは結

果に重大な影響を及ぼすことになる。試験片の退色度を重ね合せ比較によっ

て,露光を標準退色時間で評価しなさい。試験機中における照射時間を標準

退色時間に換算する係数を出しなさい。

例えば,20時計時間露光した標準光度試験紙が,紙片帖の16と 20S.F.Hの

2紙片の中位,すなわち18S.FoHと なったと考えられる程度にまで退色した
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ならば, ファクターは,18/20,す なわち0。 9で ある。機械によって,所定の

時計時間露光した繊維品は,そ の時市時間の O。 9倍の標準退色時間露光した

ものと見なさい。もしファクターが 1.1以 上ならば, ランプの退色率は高過

ぎると考えられるので, この時は, ランプはより遅い退色率に調整すべきで

ある。

N.BoSの マスター・ランプは交流カーボン・アーク灯密閉式のアトラス社

製 SMC一 R型フェー ドオメーターであり,かつ No.70ソ リッド・カーボン

と No。 20の コアー ド・カーボンを使用している。

運転に対しソリッド0カ ーボンは上部ホルダーに,コ アー ドカーボンは下

部ホールダーに取りつける。そしてこれらの位置は,つぎの運転の場合には

反対にする。

アークは特殊のパイレックス・ガラス・グローブ No。 9200 PXで密閉され

ている。ランプはブラックパネル温度 150± 5°F(試料架上で測定される)。

かつ相対温度,約30%,気温約 116± 1°F(両 者とも,空気が試験チャンバ

ーを離れる点で測定する)で操作する。

試料架は直径
´
20"で,毎分約 3回の割合で回転する。

1)

ウエザーオメーターの場合には直径30"の 試料架により,かつ NO.20と No.

70の カーボンを使用して露光が行われるが恐らく直径 20"の試料架によるN
BSマ スター・ランプの場合の露光より遥かに低く,かつ上言己のファクター

は適用出来ないであろう。また露光中にウェザーオメータの噴霧をやめる必

要があるということは,正常なウェザーオメータの操作を代表しない条件を

作っている。

同様に,ス ペクトル分布と,カ ーボンアークの輝度の違いによリキセノン

ランプ, S-1太陽ランプまたは蛍光ランプのような他の型のランプによる
露光は,マ スターランプの露光とは全 く異っていると考えられ,かつ反射率

対標準退色時間の曲線 (付属図で示す)は適用出来ないであろう。この標準

光度試験紙はカーボンアーク型フェー ドオメータに対してのみ較正出来るの

である。
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試験における標準光度試験紙の使用

前節で概説したように, ランプの補正は日常的試験における露光時間に対

してよい基礎になる。しかし, さらに正確な試験をするためには, ランプの

退色率は, 日毎に,ま た試験中でさえ変化するので,照射エネルギー量を標

準光度試験紙で測定すべきである。その操作は,20時間露光の調整をするた

めにつぎの方法によって説明されている。

繊維品の試験片と2片 (必要ならばそれ以上)の標準光度試験紙を,並べ

て同時に試験機中に置く,時間に注意し試験評価の終了約 4時間前に試験機
から試験紙の 1枚を取る。

この試験紙を 2時間室温,かつ暗所に置く。その退色と標準退色紙片の退

色とを比較せよ,そ して,すでに概説したように,時計時間を標準退色時間
に換算するファクターを算出せよ。

このファクターを試験繊維品に対する露光時間を計算するのに使用しなさ

い。繊維品と共に試験機内にある試験紙片は試験終了時において,繊維品と

同一照射エネルギーの露光を受けるであろう。したがって,試験終了時にお

ける実際の露光標準退色時間は,光度試験紙の退色程度を紙片帖の標準退色

紙片と比較することによって得られるだろう。その結果は,試験が満足なも

のであるか,あ るいは繰返すべきであるかの証拠として使うことが出来る。

長時間の露光に対しては何枚かの試験紙を使用することが必要であり,そ

れ らによって示される標準退色時間数は,総露光時間を算出するために加算
される。このような試験を行なう場合には,試験紙はカーボンを取り換える

時毎に取り換えるべきである。

退色試験に於 ける再現性に影響を与える因子

繊維品の耐光染色堅ろう度試験結果の再現生に影響 を当える多くの 因子

は,そのような試験を繰返すことを困難にする。
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退色試験機の操作者が留意すべき若干の因子はつぎのようなことが挙げら

れる。すなわち,照射量の強さとスペクトル分布,試料に対する大気の温度

と相対温度,大気汚染,試料の取付方法および連続的でない露光である。

これらの因子は,繊維品と同様,試験紙の退色にも影響するが, しかし効

果の大きさは試験紙と繊維品とでは異るばかりでなく,繊維品が異れば違っ

てくるであろう。種々の繊維品および試験紙の比退色率は, これらの条件に

おける変化と同じ程度には必ずしも変化しないだろう。

同一の電流,電圧および他の電気的作動条件,かつ同様のカーボンが与え

られるとき,カ ーボン・アーク退色試験機からの照射光量は,ス ペクトル分

布と量に関しては合理的に調節出来ると考えられる。標準光度試験紙は照射

光量を適正な変動に補正するために,使用されるよう考慮されている。

商業用退色試験機は通常試料の周囲における空気の温度と相対温度の調節

をある程度行なっている。AATCC法 では湿った濾過空気中で試料を露光す

ることが要求されており, この場合アークに面した特別ブラック・パネル温

度計で,145± 5°F(93± 3°C)の温度が推奨されているが,ブ ラック・パネ

ル温度を試験報告に記録する場合には165° F(74°C)を越えない温度ならば

よいということになっている。
2)

退色した試験紙と標準退色紙片を予備的に比較する場合には,既述のよう

な試験紙を 1夜間あるいはそれ以上暗所で,50%相対湿度の空気中で水分調

整したのちに行なうべきである。

実験室の中には実際にやっている所もあるが,黒色または白色の厚紙ある

いは他の裏紙に試料を取り付けるということは,特に薄いすき透った試料の

退色においては影響を与えるので,裏紙を使用した場合には,そ の旨試験結

果に報告すること,記述のように標準光度試験紙は, SFHス ケールとして

このように使用することに基礎を置いているので,裏紙を使わないで露光す

べきである。厳密に調整するためには,標準光度試験紙と繊維品は,試験機

中に同時に,かつ比較出来る位置におくべきである。たとえば,両者とも上

列または下列の何れかにおいて試験機内の空白部分は,試験に関係のない試
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料で満して空気の流れと反射のために生ずる変動を減ずるようにする。

試験機の蓋が閉ぢているときは,湿度が増加するためと,出 し入れをする

ことが退色を促進させることなどの可能性から光度試験紙および若干の繊維

品は,連続的露光より間断的露光の方が, 所定時間 においては退色され 易

い。従って試験機には新しいカーボン・セットを取り付けて試験を開始し機

械は途中で停止させることが望ましい。

退色紙の反射率測定

光度試験紙と紙片帖は退色に対して簡単な視覚的評価が出来るように製作

されているが,反射率測定にも使用出来る。後者は紙片帖に入れる退色紙片

を評価するため “The National Bureau of Standards''で 正規に使用され

ている。試料は16時間以上相対湿度50± 4%,温 度73.5± 2° Fの大気中,か

つ暗所で水分調整する。NoBoSで販売している紙片帖の退色片の反射率の制

限値が付図に示されている。標準光度試験紙は空気中における相対湿度の高

低下の露光,湿度,光,汚れ,お よび取扱い不備などから反射率は違って来

るだろう。

異なった測定器で反射率を測定した場合,同 じ露光紙片でもかなりの差異

を示す。反射率の読みに大きな差異の現われるのは光度測定器のスケールの

直線性,光電池のスペクトル感度, フィルターの分光透過率,入射,受光の

戦何学的条件,測定器の調整に使う標準板の差異などに起因する。測定器に

よる測定の食い違いを小さくするため使用者は,後記のように特別の測定し

た反射率に基づいて,作成した光度試験紙に対する退色曲線を作るべきであ

る。

測定器の標準化

測定器の誤差を最小にするために,未露光紙の予備のあることが必要で,

標準化に使うためにとっておくべきである。紙は光,ほ こり,お よび過熱に

対し保護しなさい。未露光紙は平均視感反射率0。 1609を持っていなければな
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らない。

測定器を標準化するためそれをセットし,緑色の三刺戟フィルターを通っ

たデーライトに対する視感反射率Y値を読む。 測定器上に未露光紙片を 置

き,器具の読みを0.1609に セットする。

露光紙のものよりももっと近い反射率で標準化出来る標準化の別法がある

が, これは標準退色紙片帖の標準退色紙の 1枚を使って,紙に書かれている

反射率数値で測定器をセットするのである。測定器の標準化のために規則正

しく標準退色紙を使用することを,壁けるため,未露光の反射率または標準退.

色紙片帖の紙片に関連した陶器の標準板 (出来れば 同一反射率 のもの がよ

い)の値を読む。

標準板は,かようにして得られたY値を使って測定器のスケールのセット

に使用出来る。

もし標準板の分光反射率が試験紙のそれと殆んど同じであれば,最 も正確

な値が得られる。

かようにして標準化した測定器によって紙片帖の紙片を測定し,そ の測定

器に対する退色曲線が作られる。一致する結果を得ようとすれば,測定はす

べて同一方向で微量の測定を行なう。やり方はつぎの通りである。

(1)退色紙片帖の各紙片の表面に書いてある 45° ,0° 方向の視感反射率Y

値の読みを記録せよ。

(2)こ の回覧文書に付属している表または, この表から作成した付属グラ

フから対応するS,F.Hの値を読め。

(3 フェードオメータ照射による退色紙片を測定するのに使用したものと

同じ測定器で, これら紙片の各々の視感反射率Y値を測定せよ。

に)前記のようにして測定したSFHの 実際値に対応して,視感反射率Y

値の曲線をプロットし反射計に対する退色曲線を測定せよ。

退色曲線 :視感反射率対 SFH

標準退色紙片帖用各ロットの紙に対し,ハ ンター多用型反射計を使って,
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アンバーに対する反射率Aを測定する。というのは反射計の幾つかは,ア ン

バーに対する反射率Aよ りもむしろCIE三 刺戟値Xを測定するので,紙片

帖はいまや視感反射率Y値を測定するようになっており,も っと直線性スケ

ールのガードナ型色差計を用いる。
3)こ
の測定器の Rd(直接反射)ス ケー

ルは,CIE三 刺戟値Yに合致する。反射率値は小数または%で表示する。
この回覧文書では小数で表示されている。

結果の精度

たとえ標準退色紙片帖の紙片のSFH値 が指定値の O。 5以内にあったとし

ても,ま た全試験紙をカーボン・アークのレベルにおいて露光した場合でさ

え単一ランプ運転方式では,平均値に対する偏差は 1.5～ 2SFHに 達する

ということに留意すべきである。この理由から試験紙片を何枚か露光し,各

ランプの運転毎の値を平均した結果を採るのがよい。この文書にある退色曲

線のデータは,種々のランプを運転 したばあいの平均反射率の標準偏差は

0.0015で あることを示している。

ある種の反射計は曲線および表に示すように,反射値を 4桁まで読める精

度を持っている。しかし反射率沢」定では 0。 002で あり,大体退色スケールの

上端では±lSoF.H,下端では±0.6SoF.H程度以上の精度はない。

ロットNo.1554光度試験紙は露光のSFHと 反射率との関係を示すのに使

用され,こ のロットの試験紙はこの数年間に亘って配布された。この在庫が

なくなったので,複製の No。 1589が配布された。これはロットNo.2101に よ

り不用となったが, これはまたロットNo.2102に よって不用となった。現在

の試験紙は標準試料 No.700aと 呼ばれている。 つぎのものは標準試料 No.

700bと 呼ばれる予定である。 しかし, これらのロットは本質的に製紙工場
で複製されているが,所定の露光時間においては退色の度合は多少異なる。

このため,規定の標準試料番号の試験紙は,同一製紙工程によって作成され

た紙片帖と組で使用すべきである。こうすれば,試験で示されたSFH数 は

他のロットとその紙片帖から得た数値と同じになるだろう。標準試料番号の
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終 りに同じ文字のついた標準試料は,同 じ製造工程のものである。たとえば

標準試料 No.700aと 700bと は同じ製紙工程のものである。

この光度試験紙に関する通信連絡先は,Washington DoC.20234 National

Bureau of Standardsの Standard Reference Materialsの 事務所宛にされ

たい。

3)

NBS研 究報告書  R P1916言 己載の Master Lamp(JoResearch N.BoS,Vo141,

P。 169-177,1948)は Atlas Electric Devices Co。 ,Fade¨Ometerによって代替

されているが, これは, SMC一 R型でガラス密閉型アークであり15～17A,

120～145V,交流で操作される。

AAT C C1964年技術年鑑 (V01・ 40 AATCC,National Head― quarters,Rese―

arch Triangle Park,PO Box 886)

Ro S.Hunter,Photoelectric Color Difference meter,J.Opto SOC.Am。 イ8

985～ 995(1958)

標準光度試験紙のSFHと 視感反射率 (ガー ド+色差計 MOdel c-1による)

標 準 試 料 No.700a

SFHI

献文

Y  ISFHI YY  ISFHI
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23.5

24。 0

24.5

25.0

25.5

.2457
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。2504

。2515

。2527
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。2548

.2559

.2569

.2579

.2589
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紙片帖の組合せを容易にするため,そ の反射率が正確に1/2SFH値の所に

来た紙は,次の一段高い SFHに なる。たとえば,も し退色紙の反射率値が

0。 2457で あれば紙片帖では20S F Hと いうことになる。同様に16。 5SFHに

対する0。 2380の値は,17。 OSFHと なる。

標準退色紙片帖はつぎのように 3つの系列で製作されでいる。

7‐一-911--15--19--23  SFH

8-10--12--16--20--24  SFH

9-11--13--17--21--25  SFH

これは簡単にするため視感判定によっており生産を容易にしている。これ

らの紙片帖は同等であると考え られており,講入者が入手するものは,その

時 どれが有効かということによる。

1963年 6月 付 “LC 1036"の代替

技師長 Paul JoShOuse 4/F製

National lBureau of Standards

Washington, ]D.C. 20234

2569″
2548=

2481_一
24

（α
ロ
ト
コ
正
Ｚ
Ш
Ш
∝
〇
）
＞
こ
〇
卜
〇
く
」
ｕ
ｏ
ｚ
＜
ド
ｏ
Ш
コ
性
Ш
∝
　
∽
⊃
Ｏ
Ｚ
一Σ
⊃
コ

2400

2300

2100

2000

2380=―
2353-ラ

2256-―
2236-

2204_―‐

2172二

10
―-2105

7  8  9  10  11  12 13  14 15 16  17 18  19 20 21  ″  23
STANDARD FADIN6 HOURS EXPOSURE

SttANDARD SAMPLE NO,700a L10HT― SE NSI丁 lVE PAPER  ・




